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. 物 理 化 学 の 進 歩Vol.12n(1938)
「
抄 録
50.ト リエ テ ツ ドタ 冫グ 昇 テ ンの
霓 子 願 微 錏 的研 究
A.」。AtLenrn&J;A。BeckeriPli7s・fi'ev・
54,覗3～58(,93s>
ト リエー テ ツ ド 。タ ン グ λテ ン の 表 面 の 各 部分 か
らllSる熱 電 子 を電 子顯 徹 鏡 に よ つ て研 究 した・珊郊 の
'如 く熱電 子 は表 面 の各 部 分 か ら一樣 の 張 さでlllも.も
の で は な く,ある一小 面 稿 か らはretlHs己が 或 る部 分
か.らは殆 ど崗 ない ・敵 に電 子 題 微鐃 で撮 影 した恨 は丁
度 つ ぎは ぎ綱 工 の 如 き もので あ.る,帥 ちP:tclitL.ら
成 つ てゐ る.是 等 め1'm'lclLの形,大 さは タ ング スチ
ンの 表 両 を普 冠 の顫 微 鏡 で 見 た時…に 見 え る輪 品粒 子
の 形 量大 さ と一般 に 一 致 す る.扨 て ト リェ ーテ ッ ド・
タ ング ステ ンltWに 少 燉 のThOtを 泓 人 した もD
で,之 を高 濃 に熱 す る とTtlOtが還 元 され,斯(し
て 出來 たThはW.の 表 面 に観 敵 して來 る もの で あ
る..研究 の 初 期 に於 て はTllはWの 内部 か ら表 面n
各 點 へ 一棣 に横 散 して來 る もの と考 へ られ て 層 た.21,
共 後 め研 究 の轄 果Th.ば 專 らW錆 册粒 子 の境 界 に
浩 っ て衷 画 に1鑒1て來 る もの と考 へ られ るに 至 つ た.
本 研 究 の 錆 果 は 以 上 の考 へ とぱ 多 少 異 つ て ゐ る.
ThOtは 小 さな誄 をな してW中 に 散 寉 して ゐ るが;
.或る:温度r.こな る と之 が飆 元 さオし,.田來 たThはW
表 面 に噴tllして來 る.そ して この噴 出 の 起 る場 虚1ま
主 と して粒 子 の境 界 か ら雌 れ た壁 で あ 鳴 全 数 め約
1
言 が 境 界 に於 て起 るに過 ぎな い.表面 に 噴 出 したTh
は 爽 に 衷 面 上 を移 動 す るか ら,畷lilによつ てt[i來た
鮎(こ の 點 は1'ILで較 はtLてゐ ろか ら仕 事 函 數 が小 で
あ り,從 て よ く熱電 子 を放t"する は)は次 第 に 面積 を
」曾す ・.この矯 合 面 白 い互艮`には單 一 面 上 に於 て はTl1の
移動 す る蓮 さが方 向に よつ て異 る事 が よ くわ か る.
今 仕 事函 段 を 異 にす る 載 品粒 子 齎 が あ る と す 乙.
それ等 の面 か ら田 て策 ゐ 熱 電 子 が霧 眞 乾 飯 を同 程 度
に黒 化 す るに要 す る時 岡 を比 鮫 ナ れ ば,そ れ よ 塾直
ちに そ オし笛 の 面 の 仕事 函 鼓 め逓 を計 算 す る:,r`が田 來
る・f昌0.25(∫はW爾 上 のTI1最 に比 例 す る鼠 で あ
し
る・T}Lの裂 面 濃度 が熱 電 子 を最 も良 くNlす よ うな
時 にf昌 工で あ る と定 義 ナ る)の時 に粒 子 両 の仕 事 函
数 問 の羨 はONO.6Vvltg.であ ったb(田 材)
5Lプ ロ パ 冫の酸 化 蓬 度 に於 け る資温 度係 敬
R・N・Pe襯,ノ」.・'〃・α}8〃..～bf.,60,2244-6(19=姶).
最 近 のプ ロパ ン及 ブ タ ン等 の緩 漫燃 燒 に 就 て の研
究 を親 る と酸 化 逮度 が 温 慶上 昇 と共 に著 し く減 少 し
て來 る頸 向 が あ る.或 る温度 迄 上 昇 せLめ6と 急 激
に反 塵 して螺 發 が 起 る,斯 る事 賢 はPea5e(.み!f〃ゐ
(Σなビ〃'.5brL,5■,lS=19〔1929)),13eatIア.及びEd9"v(ノ=
認〃r.伽 。5hn,56.102(19:3{〕)Ai幗oΨ殴 ぴ
Nemnann(1肋 ハ劬 舳 物 加 肌 尤 ∫:5;4,575
〔1936)),Newi賦〔.ノ」6}を♂〃∫・5レボ,165G,1665,1β69
(1鴨7)等の研 究者 に よつ て も確 か め らオLた・TQw-
nelld(0転擢・肋 ・2董.259(1937))は炭 化 水索 アル 瓢
一ル,ア ル デ ハ イ ド等 の蒸 氣 と鐙 氣 の 滉合 物 は.``眞
の燃焼 範 闡"に 加 へ て"冷 焔"を 生 ず る制隈 的爆
發 範 圍 を 示 す こ と を貍 て ゐ る,.冷蝓 を生 ず る 貼 は
3000C附近 低 壓 岡で あ る.此 時 冷畑 の附 近 に於 て は反
簓 は 負の 温 度 保 數:を示 ナ ことが あ る・ 思e繭Uは 此 の
冷 畑 の範 園 に於 け る反 應.をプ ・パ ンー 酸索 の湿 合 物
で 訓 査 して冷畑 範 囹 よ り少 しは つれ た350。Cでは反
應 速 度 は 急 激 に澱 少 し 覗5。Cに 於 て最 小 値 を 示 し
次 た漸 次 碧 加 し4500Cに 於 て 急 激 に燃 焼 點 に 到逾
す る こ と.を觀 てゐ る.
斯 る.負の 温度 係 數:を示 ナ範1引は酸 化 反 應 の 機樒 が
異 な るので は ない か と考 へ られ る・ 著 者 は プ ロパ ン
の酸 化 を270。C即 ち冷 煽 温匪 の 以 下 で 覆 察 し翹 度
は酸 素 の濃 度 に は殆 ど無 關 係 に プ ロパ ンの濃 度 の1
{2采 羃 に 比例 す る来 を指 摘 して ゐ 乙。一方NewilI
は 冷 畑範 園 の.卜(燃嶢 砧 以 下)1こ於 ては 等分 子 混合 物
が 一 番 反 盛 が 強 く起 り大 媛7'ロパ ン と酸 素 の 相 乘積
に比 例 す る こ と を親 て ゐ る.
署 者 は斯 ろ鮎 を一厨 確 か め 己可 く贄駿Lg反 應 速
度 は プ ロパ ン及 び酸 索 の兩 者 の濃 度 ξ共 に關 係 し,
両 して温度 の 相 趣 に よつ て切 か に二 つ の異 な る 戯 化
擬 構 の現 れ る こ と を石寉め たの で あ る.3000Cよ り
430。Cに至 る聞1`,。毎 の實 驗 結 果 を圃 示せ ば次 の如
くな る,囲 に於 て 反應 は200mluhlの 混 合 で速 慶
は壓 カー蒔 閥llll線に於 け る屈 翩點 に 相 富 す る最 大 逕
度 で あ る.
圃 よ り酸 化 機構 の;種 存 撮・ナる こ とが明 力黜で あ リ
WblLEIbc及び 駄堺 』(み ・4〃.α財〃β.品",59,976.














































52.熱 会 胴 に起 因す も固繼 の 爆 鬟
w」1こ.G町n騾r.7卜曜〃∫.君剛 鵡 甑,
調,【卜85～9(193S).
周鰍 爆 鼓物 質81吻蝿 獲 漣 の侮 播 逕 度13大懺40的 一
7㎜mノ 臨 の 懺 鵤 の で あ る.1,凧 に於 ては
衡00m齲 セ あ るが,.この 逑 さは,各 分 裾 を 川一1・
・㏄・に翅 鯔 す.δ鰤 ヒに な る・Pl・醜'1・での 輪 イ.オ
ンの最 小恨 動 駛 は2×1013S㏄1司で あ るか ら1熱 振
動 が 簿 冊.し.得る殻 大那 慶 で爆 發 う芝が 肆欝 し て 贋 る
事に な δ・:點N・ の熱 分 解 卿 性 化 熱 は 躍 副 で
.あう.が}この 呂 率ル ギ ー は,各 分子 が 分 解 ナ 乙.前に
夫 々 の イ オ ンに 次 か ら次 へ と10-13捌乂丙 に 傳 建 さ
れ ね ば な ら ない わ け であ る.
無 優 竃{ヒ午暫の 熱 分'解」こ鵞 す6派 性fヒ熱`1=;群r;.分'
れ る.Pb,N"、Kの 窒 化鞠 の 活 性 化 熱 は 鈍 司8K
儲LGユ 尋Sr,11諏の竃 化 鞠 は19～21Kc轟1の 活 性 化
熱 を示 す.






然 る卩ニュ壁験 的 」二活粍…イヒ熱 は1}8.K¢aLであ るか ら,こ
.の二 段 ρ 反應 が 一r鰭に 起 つ て1'}るりで,N原 子 遊 離
反 峰 溯11に起 つ て 幅 とは考 へ られ な い・P1,N・(1
即 ・.コ胆 り の分 解縞 熱最 に1'嫉Kca1・で あ る か ら}
この 呂 ネ ルギ ー が紡仙 へ る もの な ら,そ の周 間 の.N』
群.を三 つ か四 つ は 活性 化lll來るわ け であ つ て,茲 に.
.迷蹟 反 廱 が 考 へ られ る」,`にな こ.
.一・般 に 爆 鼓 鞠 質 の熱 分 解 に1ま多 鍛 の發 熱 を11覧ふ カ・
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.
らそb反 鰹 が丿r蹄に 暇 漫 な も.ので ない 限 妙,自 然温
度 上 昇 を來 ナわ けで あ る.處 が 亘.【9・耐mi・囎 で は
分 解反 磨 が12i己發 熱 を作 はぬ 程 薮漫 な 晦 に で も爆 發
⇒r起徽 に 膿 の第 一 刪 が 黼 の澱}'・牀 あ り
とは一概 に云 へ舜 嘉 に な.る.併 し乍 ら,反 慮 理 度 が
特 溺早 い樣 な場 所 で,局 部 的 襲熱 と云ふ 亊 が起 リ得
て こ4Lが螺 變 の原 因 に な る と云 ふ 事`詫摎 へ られ る.
而 して こあ種 の濃 度 の 不2F均の 迪 るのに は二 種 の 型
式 が考 へ られ る・
訊).欺胴 の隣 接 した分 子 が 阿啣:分 解 す る場 合
b)急 逋 度 分 解 が 比較 的廣 い部 分(直f郵0『6刈0両
cm)に慱 播 した場 合 ・
併 し,分 解 逕 度 が 比 較 的 霞 い事,精 蔽 の 熱僻 導 度 が
大 き.い事,而 輝 旦度 の 不 李均 が あ1】得 る と考 へ られ
る實 験 的 慣據 等 か ら,蝿 湲 を憲 起 す る動 織 とな る襟
な局 部 現 象 の 占 め る容 猪 は そん なに 大 き くは な い と
巽 ふ 結論 とな る.
噛 方q粒 予?.高 ヌ郵 詮子 或 はx緑 で爆 蟆 を趨 させ
轟事 は 出來 な か つ た 凄～ 水 素,ア ル ゴ ン.,水銀等 の
イ オ ン街 撃 で は.1.1際た 虚 を児 る と,刺 戟 而 積 に或 限
度 が あ る事 オ{わか る ・ .尤もこ の勘 倉 で も爆 喚 直 前 の
.温度 が 問題 に な らぬ 事 は ない・
1餌 の.醜.群 の分 解 に 依 て その 瑚 園3-4餌の 分子
は活性 化 され 得 るが,球 而 波 を構 成 させ 存 ろ程 で 軾
ない ・ 又 緩 漫 な 分 解 も起 るので あ るか ら個 々の分 子
の翠獨 分 解 は燦 殺 捜 に は な り得 ない 》`がわ か る・ 併
し數 膕 の分 予 が.】0-B秒以 内 に 分 解 す る探 な,1`があ
オし1茸,杢ζrこ球 擢訂註撃的!舌{唖…{ヒ⇒1訥「能 とな')「ご爆 發 」こな
り緲 る.と云 ふ 事 は擲 μ1來る..
珊N、 に 就 て の鸞 驗 酌 欺 働 ・ら次 の横 な1蓐`が計 算
出 來 る・
黄 牢 中で の軸 陬爆 鼓温 度 … … …29〔ドc
二⑳温度 で の緩 漫 分 解 分子 欺 …1.IX106cm雪2.h㏄.一1
(二れはi秒 間 鐸二30イ オ ン角舒が 分解rナう～1卩二棚7胃す
:る.・》
毆接 二 分 子 が10一13秒以 内 に 分解 す る確 串4×10-9
1秒日町r二起 り手摯る【可上分 解 囘 敏4×101
隣 接 三 分 子 分 解確 串 は1.5x10一=o
.同.上.1秒間k就 て は1× 工0-7
継 に貴 際 螂 。cで ぱ大 髄 加 脚$間2`}桝 渡 で 爆
褒 が起 つ て 暦 るか ら,隣 接 二分 子 のFl,1哮分 解 が爆 發
.聾1.二.なる と考 へ る方 が 安 膚㌻で あ る と云 ,5・剛臼こ.なる'
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!
あ る。.(Ilg和1nコinato.UOOC,.虞空 中 で96分 ～11.5分
これ は上 逹 の局 部 發熱.の漣 る確 串 に も よる ので あ ら
う.が,.乂そん な局部現 象 め起 る爲 の準 備 と しての(射
慝 の践 の)Indu面onpeTi面と も解 され る・ そ して
典ndr¢ewの計 算 に依 る と この時 間 τが 次 の様 な 闘係.
を充 たす と云 ふ 事 で あ る..
AI
り9τ=α4343　1ξア「 ・←B
そ して ζのAが 熱 分 解 の活 性 化 熱 に 近 レ・値 を示 ナ,
と.云ふ の で あ る・ 且 つ ζ の一 致 はfが 大 きい程 よ く.
な る..件し この楊 介 に は τ が相 営 は つ き り測 定 出來
て,且 自已發 熱 が極 め.て小 さ くな`ナれ ば 活性 化 熱 の














4)密 閉容器内に於ける火藥の燃燒の揚 合 には,
迸離 した無髏分子の衝突に依て活性化.され..る・
.昌).饅爆剤の場合には恭性化咼ネルギーは,分 解








濁分子の分解が分被連鎮 を構成 し得ないと云ふ事 を
示すものである・ これは窩逑慶電子やポロ昌ウムの
醍粒子で起爆嗣來劇 償 からも考へ らオしる.辮であζ.
從て分枝迚鍛が構成される場に1よ,「頑時に數分子が
局部的た分解掬 嚶 があると鄙 ・・蝋な.嶄 」勉 .
て これ は.愈激 加 熱 に依 て一 居 起爆 作 用 が 起 し易 い と
云 ふ 事 を窟 畩 す る・.
〔n〕Mumo皿r-Sc匝umacller・W6h1騨i岫に 依 る毋
迸 の 研究 総 括.
(a〕加熱 繊 鱗…に依 て空 氣 中で も眞 崋 中で.も爆 肇:.ナ
る物 質 号一Pb,1{92C腫の窒 イ匕物.言Ag-acetylidβ言Pb-
PICra巳e(此等 の 物 質 は 侃9以 下 で は 高温 で熔 融.し
て爆 發 せ ず に 分 解 す る.{L35g陥以 上で は.娘融 して
爆 發 す る。)Pb・頃hi曜ra.跨sorci皿te,4i肛6-m-n置輙D量一
lineperc1。τat。;h啝methyl鯲蹴raml冂ePe附比ide
(此等 は蕩 末 で は爆 發 せ ぬ が,.2000K9/cm2の壓 力
をか け て固 め る と爆 發 ナ る)⑳ 他,沃 牝 窒 素,N註,
Ca,Ba.Cゴ,Cd,Cu,Ag,ilg等のfulmin血r島
f1LしHg・血lmiD三Lにだ けは 肖ll以て1200Cに 加1熱
して 置 かぬ と爆 發 を起 さな い・
(1ウ.加熱 纖 條.に依 て究 氣IPでは爆發 を起 す が 眞.
空 圏11では起 さぬ 物 質.藍ricycln詑c。琶・ne.Pem芸ide(こ
れ は昇 華 し易い),
〔C)粉末 で も固 形 で も 聖 中 で爆 發 せず に燃 え て





但 しこ の中 最 後 の茸 種 は笙 氣 中で は燃 え て,眞 鍵
ll`では一 寸憔 え か け る程 度 であ る・ 起 爆 薊 と し て,
P1・・鯆 恥in漁 やPh9㍑ldeを 用 ひ る と始 め の 鰤 は




分 子 間 に働 く力 は 非 常 に 複雜 であ るが"取 扱 の匝
宜 上 單 一 な型 の力 が 作 用 して ゐ る もの と 蟹 定 す る・
り「力1享``サaτldg厂、Va昼k辰～rceドと∬」甘」「れ,昌 巨離 の
n乘 に鎚 比 例 して變 化 しp斥 力は``:nIriロsicrepu』i"6
侮ce',.と呼 ぼれ,同 様 に 距 離 のm乘 に逆比 例 して
攣 化 す る,分 子 間.めPotentialE(りは(1)式 り如
く表 は され るひ
Eω 禺λ卜τ一 μ卜!1(1)
こLに ム μ は 魄 ・gye・蘭 ・1・ら 韮は2分 子 間 の距












.此め搬 な簡 單 な式 は 近 似 的 の.も.ので あ.るが数 墨 霞ち
取 扱 を した最 も一般 的 の もの で あ る と 考 へ て よ い.
m及 ・ の伍 の鰤 が一ts5Sく 行 つ たq・は 氣 韓.に
於 け る鍋 合 であ る..比較 的 大な る距 離 に於 て は.引力
オ`強く.働.き亅毋題 と な るの`il鑒の 鮫 で あ る・1.enard
JpndSはn=5を,Backlngl:nn)は初n=6を,後 に
至D誓 通n・=9で あ るが,Bか ら14へ璽 化 ナ る値 を
得 た.叉Edserはtl=Sを 得 た.液 體 の鮎 度 は,そ
の贋 駿流 動 に 際 し,勲 も近 接 せ る暦ll■の 分子 の間 に
働 く引 力に 堪 く内隨 摩擦 の結 果 で あ る と考 へ られ る.
.そ二.で桔 度 の 逕數 た.己確 動度 と分 子 引 力從 つ て 分 子
間 の原 離.と.の側 に,簡 準 な關 係 の成 立 す る のが期 待
さ1Lる・
著 者 は麗 験 的 に次 の醐 保 を見Vlした.り
φ=k(vs-c)(2)
ftiCφは 流 動臙 Ψ は比 容,丿・,cは恒 歓 を表 は ナ,
{2)式が成:¢ナ るな らitn=Sと な 己○(2)式よ リ φ
　　
と い との 間 には 貞檪 關 係 のあ るこ とが分 る白 φ は.
ロ
分子構遭に依つて影響されるから φ と い と.の.關
係曲綴から,.分子構造或は温度に依る分子の凝聚の
酬 ヒが解る」 第一圓ほオクタン,水,ナ トリ轍 錫
コ
















































.55.不 安 定 有 椴 分 于 と境 界 面 に 於 け る 過 程
Gi叭卩血匡miSelncr`匚11τD,Z.方々勳"ご な〃.,
44・598一暫602(■938冫,
A・Nb聴 は 多則 鰍 や 他 の 多 くの有 槻化 合 胸 は,
不安 定.な未 だ蝣 離 訓 して'1・}なし・分 子 がπ輪 に依 つ て
.安定 な もの に な つ た と考 へ る事 がlil來乙と した・ 例
へば,フ マ ー ル酸 や マ レ イ ン戯 はC匣 τ・COOIlなる
酸の 二重 合 饐 で,ア コ島 ツ ト酸 は三 餓 合 孅 で あ り.,
.琥珀 酸 はC【1
2・COOIIめ=:嬢合 蜷,謄 酸 はCOOI【
の二 重 合饅 で.ある.
面 して之 等 の酸 は,分 子 歌 戯 素 や 永 素 が周 慍 畏 面
上で 哲頁子歌 とな る 如 く,液 番闘と大 な 乙墾と面 をイ∫す る
冏相 との獎 界面 に於 τ,背 通 の分 子 の 解陰 に 侠 つて
不 安 建 分子 を.生ず る事 が 認 め らオした.
水 銀滴 陰 極 に 於 け る ア コ 昌ツ ト酸 の 竃 氣化 學 的遐
元 に於17r,著しア コ 轟 ツ ト酸 の.沸麺 の分 子が反 鷹 に
與 るの であ れ ば,そ れ は邇 元 され て ト リカル バ ビ ル
酸 を作 る筈 で あ るが,不 安 定 分 子CII・COOHが 厚
.應に輿 るので あ れlf,Cll2・COOHがlll來,之か ら
そ6P二重 合慢.め琥 瑚酸 が 山來 る筈 で あ る・ 實 驗 の結
果 に ょ る と第 二 の反 麒 が 遞行.して均魎 、触 を虫 ず る.
又,フ 寸 一ル 酸pヤ レ イ ン酸,.シ ス及 トラ ンスア
コ昌 ツ ト酸11.その電 離 何 鼓 が異 る に もjFりらず,そ れ
.等の鴬 韋 醉 液 に於 て,吸 渮 艇 で は.1・明一 の水 飛 付 ン
.濃度
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され る,耐 してC旺 ・Coollなる酸 の熱 力學 的 電離
恒 骸 と して3.5×10-4を得 た.又 上 の 四 っ の 酸 の
Ciレ.α}0旺.への解 重 合 度 は50%以.匪二で あ る.16i[欅
な る擬 構 の下 に,ヂ ア 聖テ ル は電氣 化 驫 的蓬 元 に よ
り,ア ・ヒ トアル デ ヒ ド.を作 る・
炭 紊 と水 との境 界画,.ミも同 襟 の反 膣 オ言起 る・ 例 へ
ば ア コ 昌ツ ト戯 の フマ ー ル酸 へ の 變化,マ:ロ.ン酸 の
蔭蕨 及 琥 珀戯 へ の鬱 化 等 で あ る.叉 そ の他 クロ トシ
戯 よ リ フセー ル酸.;林檎 酸,碇 ・〆ヂ オ キ シ ¢・皿'rヂメ
チ ル グ ル タル酸 及 α一〆ヂ オ キ シヂ メチ ル アヂ ピ ン破
よ り啓 酸 を同 一 峰件 に於 て生 ず.そ の他.諏.の々 反感
が訟 め られ て居 る.(長 谷 川)
轟6・鯰 臓 面特に薄謨の鰤 との闇1二
於 け る物 理 的及 化學 的現 象
M.Auw羅r電昭ruηdK・Rut1戛Rrd重pZ」劭 伽 〃'鋸.,
44,579へ86(星93S).・
充 分 に光 を透 遇 せ しめ る程 度 のPd,P㌧Rh,「r導
の貴 金 腸め 薄 膜 に種 々の瓦 斯 が 接 觸 す ろ と きp之 等
が 如 町 に變 廊 す る恥 を・ その 電氣 抵 抗 及 光 の 透 過 性
を測 定 して研 究 せ ん.とした'
薄膜 が 瓦斯 と接 層 す る 際 の變 化 は次 の3で あ δ と考
へ られ る・
1.一 定 温度 に於 て,小 範 園 の浬 度 域 に於 て金 墨
薄膜 の電 氣抵 抗 を減 少 ナ る如 きSprul19Pu聴kIを示.
す.
2・;薄膜 は水 素 奪 取 つ てSprungPmlktに相 需す
ろ如 き熨 化 す る.
3,高 混 に於 ては 薄 膜 に對 ナ6瓦 斯 の 俐 囗は 化 合
物 卆生 ず る.之 は牽 の透遏 性 及 電氣 博 導 慶 .の盤 化す
る事 」.二依 て見 幽 きれ る。
薄 腿 は 生 成 の際 には 蓮 動 性 が 乏 しい た め に,多 く
の空 閻 を有 して 居 争.之 は 高混 に な る と按 散 に.故て
舟 され る・Spnm邸)ullk【.に於 け る過 抛 は1臓11舳と呼
ばオしる もので あ る.凾
Pd及PU二 到 してけ 酸 素及 竃 素 は 蜜 温 で はfll∫熔 の
作 用 を な さ..ない オ～ 水 素 は著 しく作 川 ナ る・ 之 は高
温 に於 け る・ 酸 瘋 踊 索 の 作 川,ζ相 常 ナ ζ も の 箱
再 結 勣 の現 象 で あ る.
高 温 に な る とp薄 膜 の電 氣 抵 抗 が あ る温 度 に於 て
急 に大 と な る如 き變 化 が 起 る'之 は 此 の温 凌 に於 て
化 合 物 が 田來 た事 を示 す もの で あ る・ かL.る膜 の光
に對 す る透 遇 性 は,何 等 の 作 川 を受 け ない もの と釡
く異 る もの で あ る.か.ら,此の膜 に は租 々 の生成 物 の









多孔 性 物 買 の 内蔀 構 造 は,直 崔10薗賦m一 司Cmの所
謂M自krOP{・r嘘nと7ir匸徑10-7c1・LのMikroP【en・とが.
存 在 し,Mikrl}1めrcnはM【Lkrolめrortの壁 を 虞通 し
τ層 る と考 へ られ る.而 して著 者 は次 の如 き偃定 の
下 に理 論 式 を導 い た 。 ・
L吸 着 用 の 内部 構蓬 ぱ 球 堆積 構 鑑 を なす.(之 は
Makmlx》rcnの構 造 を示 す.)
2・ 被 吸 着 物 質 は 多孔 物 賞に舞 して一 定 の 嫉 散 降
數Dを 有 ナ.)
3.Mikm【N肥nは 球 堆 積 構迺 の 各 球 を貫 遖 す る
ので あ るが,之 は漿 が滑 かで比 較 的 速 に 瓦 駈 が充 さ
れ る.殻 に 瓦 斯 の 吸 養 遮度 は 洫k叫 獅e皿 へ の瓦 斯
の移 動 に支 配 され.る。
上 の假 定 に 依 て 吸 着 幣粒 子 の 内部 へ の篏 散 はFick
の法 則1.こ從 て,
票 一・÷ ・妥←・警)
C1は1c.c.の多 孔 物 質中 の 瓦斯 の景,(嶺 は.1c・c・
の 孔 の空 周 に於 け る 瓦 斯の 最 を示 す.而 して





























を作 る.と,1双方 の場 合 に對 し.て同一 の式 細3・





















利量で ある一定佛 ζ迸附 く・ 此 の 鮑和鍛 は璃常
1瀧ggm扁r式を適川.Lてクト鑷法により求めらオ.しる・
Iangh頭【 に從ひ此の鮑和鬣は 軍分子吸荒暦を完成
ナるに饗ナ徽 融 と考一 られる・ 然る1・樵 此の
柳 ・.レて 噸 等凶 臓 から求めらオ喰 齢 鼠は一般
に期 待 され.る糠 な一 定 値 と な ら ない 母`が.多い 即 ち・
1)他の方法で定晦 繰 囃 劑畷 面勸 ら靴
し得6鮑 和慧に比べて…音しく小さい飽 翻景 を輿へ,
2,一 定であるべ き飽和歓力{温度の.L昇と丿もに蔵少






























べきであるオも 賓湖により得 られゐ.椈對吸蔚 丿1ヒは,
氣相の密度が吸蔚扣の飽和妝態 と同一密度を取 る楼
な高雁では19」らかに零 と.な0,?:ぞ然その途巾に吸着
最の權大飲を坐 じる課である.衵 對吸蔚蹴が雁 と共
に帯加して樋六値に接近ナる場合には宛かも吸 着.鼠
が飽和歌慾に近附 くかの様 に旦える吸齎畿 塁曲線を
輿へるから,..從來は此の相鋼吸蔚賦の趣大値を絶劃.
吸艢量の飽和價と取違へてゐたのである.此 の柎對
.吸齎飲〃)極大f直`ま轡亅ら力髄「こ纖 吸齎最グ⊃飽和倒 よ り
亀常に小 さくp.その位趾¢)高さ.は温度が高い鯉,3く












Aは 相對 職 漕 臨dは 氣 懴 の 霧 度,d・・はdの 極 限
値(尉雌 の密 度 に晴 く等 しい),Cは 吸趨 棚 の容 積,a
改bは 恒 鼓 で あ る・ 此 の式 は實 測 の薪 果 と よ.く一
致 ナ る事 が鴻 め ら劃 た.爾 他 の 研 宛者 に よ り行 はれ
たCO,.及 びC叫 に駟 ナ る高腆 の吸 着 測 定 鞘 果.も




59.有 極 及無 極 瓦新 の沸 石 に よ る收 着
.Ricl皇ar4、1■B"rrer,触.砌.茄`,〔河〕,
167引392一一420(1933).
箪 一 部 ・沸 石に よ る永 久 互 斯 の 牧 詐 ・
各龝 の 沸 石の 構 蜘1文 絏 等 の 研 究 に.よつ'〔1列1.ζ
され たが之 に は 三 種 の路.ゴ構造 が認 め られ て 罅 る・
A. .三次 元 の 銅.歌織 織(Amlci藍らC瓱al・膳iに)
1{..纖維 構 渣(Natrolilc,鋤1㏄i竃輩,ρ1.1馳nn盞』r, i66,
Mo駅,】i且e,EdingbπLi巳¢)
C板 飛 構逡 σ16u「血ndiに,恐ら くMc蛔i【e)
之 都 の 沸 石 を適 蝣 に肌 水 して,そ オLに對.Lてア ル
ゴ ン,水 素P窒 素 及 ヘ リウム の牧 」膏等 温 曲 線 が と ら.
れ た,Aな る構 造 を有 ナ る もの は・ 脱 本 に 際 して も
その構 悲 を塑 へ なヤ.・樣 な昶職 を有 して 屠 るが,之 等
は眼 野 啄着 劑 で あ る・CIInb笛iεeは紘 品 水 と「lll∫解 ♪
A`疎 水 索 を敦 着 ず る6窒 棄 は之等 の 量 の孚 分 よ..り
少 しば か り多 く牧 蔚 され らが,之 は 竃 素 の鷽 積 が大
きしヤた め と考 へ らオしる幽Analc旋eには.hの3つ の 瓦
期砿 永 の量 の 釣25%だ け しか牧 着 され ないBpCに
秘 す る 亀の は唯 表 商 に ょ る敦 遊 のみ を示L,そ の枚
着 最は 傚 かで あ る.
手讒々 の 」己斯 の敦 」竚熱 は 一勇墅に牧 弱貯鼠 が大'こな る'.こ
從 つて 澱 少 し,あ る一 建値 に牧 斂 ナ る.ChabI田i且e
.及A n・】d皇eの餅 熱`拙 度 に無 關 保 であ る・ 聯
鍛 に ホ る牧濳 熟 の 蠻化 はA副c融eが 最 も少 い・
同.一の收 珊 觝 に 對 す る缶種 の渥 度 に於 け る 飽 和收
着 恥は,湛 度 に 正 比例 ナ る.
永 久 瓦 斯が 旒子 中 の7kの位 鐙 に 置 換 つ た と假 定.す
る 占 永 久 瓦 断 ⑳ ボ テ.ンセヤ ルが 計 算 され る.両 し
て種 々 の 程 度 の牧 縮 に 對 す る総對 ボ テ ン シ学ル を.計
算 し,缶 種 の沸 眉 に つ い て見 拠 され た債 を比 鮫 して
見 た・X繍 耳知 ま何 等 の變 化 が醗 水 に際 して起 つ て
.腓ない 砺 を示 して 屠 るに拘 らず,N醍roliににつ い τ
計 算 した結 果 は,水 の 位 置 の周 園 の イ.オンめ{再紐繰
を しな い な らぽ,之 等 の 瓦 斯 は 彊 く夢【着 され る べ き
審 を.示ナ.永 久 瓦斯 が 牧 濟 され ない ため に は,之 等
の 通路 の資徑 が20%若 し くは そ.れ以 と滋 少 ナ る事 が
必 要 で あ る.
第二 部.沸 石 に ょる ア ム モ 昌 アの牧 遊.
牧 着 等温穣 を取 つ た繕 果 は,qbabashe及.ムnalciOc
は堆 な る敗 着 で あ る車 を示 し,Na巳祠i匚c.はア ム モ.昌
ウ』・熨 を作 り,HeU】andl巳eは爾者 の 巾刷 の舩 態 であ
.る輿 を示 ナ ・ 即 晩 永1こ際 して,そ の 構 造 を變 化 しな
L..o一. ...L_
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い もの 「為 單 な.る收 着 で あ.るが,格 子 ⑳彊 化 を受 け
.るもの は,ア 晒 昌 ウム蹙 をf騒 傾1自渉 あ る・ 糎
沸 石 の安 定度 の減 少 ナ.る順,.邸 脆 水 め際 の再 鈕畿 の
扮 加 の顧 に`
.
Ch・b縞i巴・,A啅ilqpN・…liI・呪.II削1…4π1・・s・1・⑩
飽 和 の歌着 彙 は 温度 に比 例Lて 減 少 ナ 弓.
收:着熱ぱ 一 般 に温 度 の櫓 加 と共 に減 少L,飼 り 温
度 で は牧)脊爺 め吩 加 ≧.共に減 少す.る白
教 着 が李 衡 に蓬 す るに は長 哮 周 を饗 す δ.呵 して
Clln聖,asite,.An畿nc.の場 合1±收:着の蓮 行11,格子 の
胸 の捌 肢.によ5の で あ るが,瓦atrqlτ陀 の場 合 は,ア
ム モ 轟 ウム鹽 と脱 水 さ払 た沸 イfとの面 の 間 の搬 敬 に
よ る もので あ る・.(長 谷 川)
60・罐質 溶 液 の 働 ヒ篇 淌
R・S・k・i・lmm㍉4協私,84,2～15。(1黝,
膿 質潯 液 に 光 を僧 て,滋 子 に よ 嘱 方`こ廻 圻 さオし
る光 は,偏 光 に なつ て ゐ る・ 膵 質粒 子 が球 歌 で 等方
性 の構 遭 をイ∫す.るな らば,偏 光1ま完全 で あ るが ・ 形
と構 造 が任 窟 で,し か も不窺 則 に 配 列 してゐ る時 は,
三竜全 煽 光 を生 じない.
著 者 は,投 射 光 が,自 然光,垂 直偏 光,水 冫卜偏 光,
で あ る橿 合,膠 質粒 子 に よ り側方 に 廻折 され て生 ず
る偏 光 の弥 喊 分 の 強 い威 分 に 劉 す る比 を夫 々 ζ1、ζ.




な る騙 係 め 成 立 ナ る こ とを見 出 .したレ









S=細F塩L冨 レ ン ズ
PIP5iwa〕1恥電・日 プ リズ ム
Vr桧 液 を入 れ た 串昌 ペ ッ ト
.張
















は 人射 光 に 鯒 た を川 ひ る場島合 で あ るが 白然 光 を 堋 ひ
δ蟾 合 は,第1のWollas巳onprおmを省略 す れ ば よ
い,入 射 光 に偏 光 を川ひ た場 合 は,定 義 に ょ り
Vhl恥
ζIIラ=Tiiマ ζr豐『▽▽一
叉 自然 光 を用 ひ た場 合 は
Hv十lIh
ζIFV叶Vl巴
と考 へ て よ い





(2}(3}(4)の關伺iに依 り(1)の 成 立 ナ る こ とが股
馴 さオしる・
ζ・ の値 は粒 子 の 形 や構 遣 の異 方 性 を示 し,.ζhの
値 は粒 子 の大 き奪決 定 す る.(1)の 翻 係 は 柱 子 が 不
規 期 に 配 朔 してゐ るな らば,凡 て の臈 質溶 液 に 於 て,
川 ひ た光 の渡 長 の 如 阿 に拘 らず戊 立 ナ る・ 一般 にJl…
珪 形 の大 きな粒 子 に於 て は,ζ,黜.ζ7及ζびhは 入射 光
の 波長 と丿じに 相 欝變 化す る.光 を吸 收 す る腸 質溶 液
例 へ ば 金,銀,色素 等 の ゾルに 於 ては,光 吸 枚 の波 長
の 範圃 で3ζnζ蝕.及 ζサ の壷直が大 きく な る・
液 體 の滉 ぞ}物が,そ の臨 界點 の 附近 で,乳 光 を示
す と共 に,紡 度 の射1鶴 流 動複 屈 折 磁 氣 屈 折,Kcrr
敷 果尊 の塗耀 じか らemui5i[レnとして の性 質 が あ る こ
とが知 られ ℃ ゐ る.乳 光 の現 象 は,液 履 分 子 の場 合
に 論ぜ られ た肢 射 の理 論 に依 つ て説 明 が つ ζが,曝
質 的 塗性 質 は よ く理 解 出來 な い・ 著 者 は此 の場 合 に
上 遮 の 囲 光解 溜 測 廻 詼 を利 用 した,
粒 子 の大 さに醐 す る ζhの 値 は,臨 界點 に於 てmini・
物 理 化 学 の 進 歩Vol.12n(1938)
録 V【,1.XII
m11mにな り,此 よ り楓度 が 上 る に従 つ て,厘 に 近 附
く,又 混 合 物 の紐 成 に よ る ζhの 鰺 化 は,臨 界點 の
組 成 に於 て 颯lni【mlmになつ て ゐ る.此 箪 の ζbの
nlinimロmの値 は,川 ひ.た光 の波 長 に劉.し,既 矧 の
膠 質薜 液 の場 合 と比 較 して 躓 臨 界鮎 の液 短 醍 合 物 巾
に距 質粒 子 のdi鵬 恥i・nに逾 ナ る分 子 曾 合 が起 つ て
ゐ る もの と し,e皿司sl川1の生 虞 を誰 明 して ゐ る・
(山北)
6Lオ.イ レ 冫酸 曹 遼 の 凝 層 體
E.1【。yman叫■知'2∫。茄 用孟 ∫に,
34.089～98(1938).
N・E・L跳in9及び 亅・W・Mc1{`しin節は 才 イ レン
戯野 崖 とホ の系 に透 明 な ゲ ル と不 透 明 な ゲ ルの こ つ
の形 の ゲ ル が存 寉 す るこ と を見 出Lた.破 等 は電 氣
鱒 度 の測 定 か ら透 明 な ゲ ルは ゾル と同 じ踏 輩 をイガ
ナ るガ 不透 明 な ゲ ルは 懺 雉歌 を した 才 レイ ン酸 曹 建
の鈷 陥 の網 耽飢 轍 か らな る と推 定 した ・ 又P・A・
Thic螂n及び彼 の共 同 班 究者 逹 のX線 に 依 る 研 究
か ら不透 明 な ゲ ル の組 織 欺 観鞭 は オ レ イ ン戯 駁 の 錆
品か らな る こ とが示 され た.
一 方 ゾル及 び 透 明 な る ゲル は 石鹸 分 子 の 凝 聚 し
た ミセ ル よ りな つ てゐ て,此 尊 め ミセ ル は一 部 分 解
離 し.Na+は 脂 肪 駛 基 を含 む ミセル の岡 園 を取 奮 い
てゐ る ●斯 く で 種 々 の ミセ ル ポ假 定 され て ゐ δ壽{,
McBainやLaingの 實 瞼 が論 議 の基 礎 に なつ て ゐ
る.學 者 に 依 つ て理 論 的見 解 が か な り拠 つ て ゐ る の
であ る・ そ こで 報 者 は三 つ の場 合 に於 け る饅 償 並 に
密匿 を測 定 す る新 しい方 法 を月1ひて此 問 題 を檢 討 し
よ うと した.
第 一 表に 示 す如(ゾ ル か ら透 明 な ゲル が 生成 す る
に鴬 つ て は,殆 ん ど靉 積 の飽 化 を停 は ない が,不 透
明 な ゲ ルが ゾル或 は透 朋 なゲ ル か ら生 戒 す る場 合 に
は憾 積 の餓 少 を俘 ふ ・
第 一 表















































































































第 二 回 甲
●
o
第 二 岡 乙
二 膕 甲 は不 迸 明 な ゲル の緋 晶 ミセ ル を..第二 圖 乙 は
ゾル或 は透 明 な ゲル の非 結 晶 ミセ ル を表 は す・
(山北)
62.濠 晶の 表 面張 力
A.Fcτ9し鹽son&s.J,K¢ロn6dy,
跚.ル 弄唇,26.41}9(1938}.
表 面 張 力に 關 す る丈 獻 は箕1.ζ夥 しい もので あ るが,
液 畆 に鬧 す る もの は.極め て 少 い・ 薪 者 は,液 晶 の轄
移黙 に於 け る表 面 張 力の變 化 を醗 蒡をす る鐸μ二,;丸の




z/,「 〆1… 「ρ 「'
Fρ
第 一 圖
第 一 圖 の蝶 な毛 黐 管 津水 李 に して,之 に液體 を入
オし右 か ら ρgh即ちpな る壓 力 を かけ る と液體 は 左 に
動 いて終 には 毛 管 の端 の位 置で 液 面 が亭 面 に な る 時
あ.がる.こ の 時D,C,B,'各部分 の 塵 力 は著 しい と
考 へ ら1Lるか ら大 氣壓 を π とす る と
1～十PD=PC=PR
而 してP△ 宦 π十P.
然 るに液 桂 の 曲面 部 に於 け る曲 率孚 径 をRI表 面 彊




今 液 面 と毛管 壁 而 との接 觸 角がoで 且 つ 重 力 の影 響
もない と見 世 され得 る揚 合 に は,Rは 毛 管 の 半 徑r
κ等 し く置 き得 るか ら,轄 局
1
丁=喜r'P
とな つ て,液 體 の密 度 が わ か らぬ場 合 に も γぷ求 め
られ るわ けで あ る・毛 管 を遜iαに して用 ひ る場 合 に
は 勿諭.総正 式 を用 ひ ねば な らぬ ・ 液柱 の左端 が ンF面
か 否 か は光 學 的 に 糟 密 に しらべ る事 が 出來 る・ この
装 置 を電 氣 爐 に 入 れ て,大盟100。魂00。C.の問で 觀
測 が行 は れ た.



















節 咫 鯤 鑼 虱鮗 睾璽 裘馘
Tem幽 恤rcOC
第 二 圓
る.帥 ち韓 移鮎 附 近 に於 てり1瞭に 裘 面張 力の"v諭
derW副 》``型彎 化 の現4しる事 が 認 め られ た ので あ
る.(後 藤)
65。ゾ ルゲ ル鶇移 の 観 究
W.■.恥norolE.V血慚yO卿 醒 。ρ7〃鵡
207,157}9(1938).
耳,1loyh1義h駆窿ま各李nの7…∫逆nむな ゾノレゲ ル轉 移.を;5こ.
の 姐 三 つ の型k分 け た.(本 臨.畩1・(翩 ¢)抄 録
67頁)
1)膿 瓣 好 の 水 和度 の増 大 に よ つて ゲル が 形 成
され る もの(ゼ ラチ ン,塞 天等 の窺 水 膠 寅)
2)膿 質 粒 子 の脆 水 作 川 の錆 果 ゲ ル を生 ず る も の
メチ 〃 セ ル ロ ー ズそ の他 薩 嬢 の顛 向 を有 す る もの》・
3)騒 質 粒 子 に水 和 む髭 水 も起 らず に ゲル化 ナ る
もの(F%%V,0、 尊 の所 謂 巳hi・・tml,i・な性 質 を
.顕著 に表 は ナ もの)・
著者 等は1立313に30g.の.ゼラ チ ン,400c.c.の
エ チ ル ア ル2一 ル,100mim塒olのN"qを 含 む ゼ
ラ チ ンホ 溶 液 の ゲ ル化 の際 のOp㏄iΨ の變 化 を醸
鴛 した・ 此 の膠 質溶 液 .綜病溢 で は透 明 な ゾ～レで あ る











に於 て田 乗 た ゲ ル のOPa鰍yが 時 冊 と共 に場 加 ナ る
の を示 す.此 のq時cityの塩 大 をゼ ラチ ン粒 子 の水
和に 餓 して ゐ る.恒 混 槽 に 入 オしゐ前 に10分 間3δOC
に加 熱 ナ る とゲ ル生 成 に 可 な りの時 間 を嬰 し・ しか





















圈に 示 す如 くo茎旧chyは時 聞 と」口こ變 化 しない ・ ゲ
ル輩戴 に時 間 を要 す る のは,扣 觜 艮 く趾 水が 縦 き,新
しい李 眄に 逡 して援 ゲ ル化 が 起 る盤 で あ る,として ゐ
己。.
嚥 の髞 よ曙 者等は,・雌 的なル ケ・噂 移
ぱ膠質粒子の凝聚によつて起 恥 置度及び水和作用
`ま,此の凝聚あ蓮度に影響 を及庄すに過ぎないと斷
じゾルゲル苒移にlloym"nnの如き幾つかの型を考
へるのは安需でないと諸つてゐる・(山 北〕.
、'
し
1
』 凶
